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コミュニケーションで起きる学び 
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京大総合博物館のオリジナル学習プログラム 
開発年度 

 

プログラム名称 対象 開発教材 

H14 「三葉虫を調べよう」 

課題探求→推理→確かめ 

 

自己肯定 

乳幼児を除く パワーポイント・ミニブック 

H15 「カイテ ミル カイ」 

（二枚貝を調べよう） 
観察→推理→確かめ 

 
自己肯定 

小学５年生以
上 

 

パワーポイント・ミニブック 

H16～H17 「貝体新書」 

体験→推理・討論→確かめ 

 

 

自己肯定・協調 

おとな パワーポイント・ミニブック・書込み用
カード・二枚貝布製模型・二枚貝開閉
模型 

H18～
H19 

「サワッテ  ミル カイ」 

体験＋触察 

推理・討論 

 

自己肯定 

視覚障害者 

（視聴覚障害
者） 

触察用二枚貝模型（バーガーズ、
ミニーちゃん）・紙製二枚貝模型 

受信機と受信機 

• ハイビジョン放送もアナログ・テレビには無意味 
 

• 耳をとぎすましながら丁寧に廻して、お目当ての番組
にラジオのダイアルを合わせたときの感動 

• 何より鉱石ラジオからハイビジョン・テレビに 

ヒトは成長できる 
だから、博物館は自分で好奇心スイッチを入れることが
できる 

能動的学習者 
になるお手伝い 

 
 

能動的学びの起
こるとき 
 

 

  史料を一語一語読み解
く中で、それまで無数の
点として存在していたも
のが、ある日突然、線で
つながり、一つの形に
なってあらわれる瞬間を
経験し、息苦しいような
興奮をおぼえました。 

  日本史の研究を続けた
い、そのためにはどうし
たらいいのか。修士論文
を書き上げた頃、やっと
真剣に考えるようになり
ました。 

 
岩崎奈緒子（総合博物館・教授） 
 

■実際の利用者の反応という歴然とした事実 

■個人的印象・独断・思いこみを修正 

■チーム全員が共通の認識・理解を持てる 

■事業の有効性を館内・館外へアピール 

                                         

開発には外部評価を徹底的に取り入れる 

 
利用者の声は開発者の心の拠り所 

「三葉虫を調べよう」から6年越し。 

モチーフが変わり、利用者対象が変わると・・・ 

暗中模索、試行錯誤の繰り返し。 

七転八倒の生みの苦しみ 

■利用者の学びの様子を通して、利用者と共に “ 開発者が学ぶ ”  

我々開発メンバー自身が“生涯学習者”
＝ Learner 
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改善勧告 
　　“三葉虫をしらべよう”  学習プログラム  改良版ポイント

導入  三葉虫って何だと思う？

■生きている三葉虫見たことある人？

■いつ頃生きていたんだろう？

■化石って何？どうやってできるんだろう？

■動かない化石からどうして動物だと判ったんだろう？

三葉虫の背景情報  その１

■三葉虫の化石が見つかる場所

三葉虫を観察してみよう！

■ルーペの扱い方・スケッチ＆メモの取り方（矢印や言葉で気付いた事や疑問点を書きと

める）説明

■チェックポイント１：頭と胴と尾に分かれるよ。どこで分かれるかな？

■チェックポイント２：目はどこだろう？どんな風になっているかな？

■チェックポイント３：どこが口でどこが胃かな？

■チェックポイント４：割れ目はあるかな？

■できた人は他の人のスケッチや標本を見てみよう！他の人はどんなことをメモしてる？

Ｑ２どうして三葉虫っていうんだろう？（名前の由来と身体のつくり）

■頭と胴と尾

■言葉の整理（自在頬など難しすぎる言葉の取り扱い、配置とルビ打ち）

Ｑ３身の回りに三葉虫に似た生物は居るかな？

Ｑ４三葉虫はどんなところに棲んでいたんだろう？観察

Ｑ５三葉虫の頭にある突起はなんだろう？観察

■三葉虫の胃と口・食べ物

Ｑ６三葉虫の目はどうなっている？観察

Ｑ７三葉虫はどうやって敵から身を守っていただろう？アクション

Ｑ８三葉虫の歩き方はどんなだろう？アクション

Ｑ９三葉虫はどうやって大きくなっていくのだろう？観察  アクション

三葉虫の子育て

結び  まだまだ判らないことがあるんだよ

三葉虫の背景情報  その

２

■三葉虫が生きていた時代

■海の中の様子・陸上の様子

■三葉虫の仲間（種類）

※
こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
に
絞
り
込
む
必
要
有
り

行動調査結果からの指摘とそれに対する改善案

II.  観察&スケッチ中

 ルーペの使用→

眼の観察のところでもう一度じっくり観察出来るように教材を準備

 スケッチする時間のばらつき

1. 具体的な観察ポイントをスケッチの途中で順次あたえるのは、ばらつ

きがあることを考えると逆に難しい。

2. もう一種類べつの三葉虫を与え、観察をしておいてもらうことは可能

 スケッチに→やメモを入れる点

1. テキストではっきりと指導する。

2. 汎用性をもたせるためには、講師用の指導書を作製する必要がある。

II.  仮説と検証

 推理、推測、探偵などの言葉を知らない子に対する対応

1. ことばを丁寧に説明する。（テキストに書き込む？）

 仮説の設定

1. 参加者を３～４名のグループに分けて話し合わせることは、お互いの

啓発、刺激にもなるので、導入する。

III.  三葉虫の名前の由来と体のつくり

 三葉虫の名前の由来とからだのつくり

1. 何故三葉虫と呼ぶかについては、仮説としない。

2. 三葉虫の各部の名称については、指導者が説明しながら、知識として与える

方向に改善する。

 三葉虫に似た生物

1. 論拠については、学術的には、足の構造などの問題がからむので、ここでは、

深く立ち入らないでおきたいが、、、、

2. 三葉虫の親戚達の図については、選定、配列に工夫をこらす。

 三葉虫の目のつくり

1. 指導者が予想もしない優れた観察とそれに基づいた意見を述べた場合、う

まくフォローすることが必要と感じた。

2. 複眼を示す化石をもう少し調達し、ここでルーペの観察をもう一度行うよ

うに工夫する。

昆虫の複眼の写真などを用意して、比較して納得できるようにしたい。

対応案 
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私たちの作った学習プログラムの流れ 

コミュニケーションで起きる学び 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰは
黒子が理想 

学びへの動機付け(貝体新書） 

10 

主婦の観察力も捨てた
もんじゃないわね～ 

実はすごい生命のシス
テムを身につけているこ
とを娘と息子に話した
（事後調査） 

みんなで話してたら、だ
んだん気づいていけるよ
うになって 

眼からうろこの体験だっ
た。今まで蓄積されたも
のがつながっていく感じ 

蓄積した経験へ
の肯定的評価 

探求能力の
肯定的発見 

対象への深い
興味の生起 

コミュニケーショ
ンの意味の発見 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ置いてきぼり事件 
＝コミュニケーションで起きる学び 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰは
黒子が理想 

コミュニケーションで起きる学び 

自分の推理を超えた自然の深さや広がりを感じ取って感動する。 
ヒトの意見の多様性やすばらしさに感動する。 
正解ばかりに固執する必要はない。 

「三葉虫の姿などを予想して、それに反対
意見が出て対立して、どっちなのだろうと、
とても関心を持ちました。私が絶対ないだ
ろうと思っていたものが正解で、化石が本
当に残っていたりして驚きの連続で興奮し
てしまいました」 

「三葉虫を調べよう」を受講した高校生の感想 
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「博物館での学び」とは 
（昨日の佐伯先生） 

• 「勉強」するところではない。 

• 「見方・わかり方」の枠組み（スキーマ）を獲得す
る一方、それに捕らわれることの危険性に注意
せよ。 

• ナマの世界で動き、かかわり、対話すること。 
– 他者との対話だけでなく、自己内対話が重要。 

– 対象に「なってみる」ことによる理解（発見）。 

– YOU的他者との出会いをつくる。 

– 何らかの実践共同体に参加する。 

– ナニモノカにあこがれ、「感染」する場を提供。 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

＝？威光模倣 

スキーマ 

対象に「なってみる」 

コミュニケーションで起こす学び 

１）  まず利用者を知ること 

２）  事業を長期間にわたって提供することに献身・傾注すること 

３）  常に事業評価を繰り返し、改善をすること 

４）  アドバイスを求めることをためらわないこと 

５）  いろいろな種類のアクティビティーを用意すること 

６）  ワーキングパートナーシップを作ること 

７）  私たち自身が生涯学習者であること 

デヴィッド アンダーソン 氏 
2002年1月博物館教育国際シンポジウム＠みんぱく 

来館者の自由な学びをサポートするために博
物館ができること 

参考：国立民族学博物館 博物館教育国際シンポジウム 自由な学びを支援するには～英米の博物館事例に探る～ 講演記録より 16 

博物館で学びの起こるとき 
 
 

（写真省略） 

• 発見している自分を発見してうっとり 

17 

こんな推理できてしまったの～～ 

博物館で学びの起こるとき 
 
 

       （写真省略） 

18 

用意周到→参加者大満足（教材パッケージ） 

シナリオブック・ 

パワーポイント 

補助教材・ 

ふり返り用冊子 
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Hausenの美的発達段階 

1. 説明の段階：知っていることに基づく評価 

2. 構成の段階：既存の枠組みに基づく評価 

3. 分類の段階：分析の始まり 

4. 解釈の段階：作品の意味を読み解く 

5. 再創造の段階：より普遍的世界と自分との
つながりの構築 

学習者の成長 
「京都大学が私を人間
扱いしてくれた。」 
 

 

「博物館は展示物と会
話（対話）してなんぼ」 
「学びなんて難しないん
や。楽しんだらそれが
学びなんや。」 
「会話できるようになる
まであそべ」 
 

 

総合博物館プログラム開発チーム 

• 大野照文 

• 染川香澄 

• たけうちかおる 

• 西谷克司 

• 広瀬浩二郎 

• 井島真知 

 

• 中川千種 

• さいとうまき 

• 織谷仁美 

• 小原千夏 

• 黒岩啓子 

• 竹島さや香 

 


